
交通死亡事故多発で緊急集会

子どもの安全を守ります

　西讃地区に交通死亡事故多発警報が発令され、それに伴
い交通指導員や交通安全母の会、交通安全協議会など交
通関係団体が合同で緊急集会を開きました。その後近くの
交差点で「交通安全」などと書かれたのぼりを持って、安全
運転を呼びかけました。

うららかな春の陽気に誘われて
　第37回紫雲出山桜まつりが開催され、うららかな春の
陽気に誘われて大勢の人が訪れました。会場では、切り
花や花の苗のプレゼント、うどんやすり身団子の販売や
香川高専の生徒による大道芸もあり、それぞれ楽しい時
間を過ごしていました。

　豊中中学校男子ソフトテニス部が、三重県四日市市で開催された
第24回全国ジュニア王座決定ソフトテニス大会に出場し、全国第3位
という優秀な成績をおさめました。また、同日開催の第２６回ミズノ
カップ全国ジュニア選抜ソフトテニス大会でも好成績を残しました。

豊中中学校ソフトテニス部が大活躍29～30
3/

3
4/

1
4/

23
3/

　三豊市交通指導員の辞令交付式が行われ、新たに交通指導
員になる　鍋富士夫さん（高瀬町）に、市長から辞令が交付さ
れました。交通指導員は地域の交通安全に貢献しており、子ど
もたちの登下校を見守るとともに登校指導を行っています。
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春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
紫
外
線
量
が
多
く
な
る
こ
と
を
ご

存
知
で
す
か
？
5
月
と
い
え
ど
も
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

紫
外
線
は
、
U
V-

A
・
U
V-

B
・
U
V-

C
の
3
種
類
に

分
類
さ
れ
ま
す
。
ど
れ
も
、
あ
び
す
ぎ
る
と
、
日
焼
け
や
シ
ミ
、

皮
膚
の
老
化
や
、
白
内
障
・
免
疫
力
の
低
下
を
招
き
ま
す
。

　

外
出
の
際
に
は
、
日
傘
や
帽
子
、
日
焼
け
止
め
な
ど
で
、

紫
外
線
に
当
た
り
過
ぎ
な
い
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

紫
外
線
対
策
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
ろ
か
ら
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　

☎
73
・
3
0
1
4

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　

☎
73
・
3
0
1
4

〜
紫
外
線
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
〜

み
ん
な
元
気
に

健
康

情
報

集
団
検
診
が
変
わ
り
ま
す

　

健
康
診
査
・
が
ん
検
診
の
次
の
2
点
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

待
ち
時
間
を
短
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
混
乱
や
気
分
不
良
を

軽
減
し
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

年
に
一
度
は
検
診
を
受
け
て
、自
分
の
健
康
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

大
腸
が
ん
検
診
が
医
療
機
関
で
受
け
ら
れ
ま
す

　

6
月
か
ら
大
腸
が
ん
検
診
が
医
療
機
関
で
も
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

希
望
す
る
人
は
、
大
腸
が
ん
検
診
の
受
診
票
を
送
付
し
ま

す
の
で
健
康
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
特
定
健
診
と
同
じ

医
療
機
関
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

紫
外
線
量

時
間
帯

季　

節

天　

候

地　

表

新
雪
は
紫
外
線
を
85
%
も
反
射
さ
せ
る
の

で
ス
キ
ー
な
ど
を
す
る
と
き
も
要
注
意
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
20
%
の
反
射
が
あ
る

快
晴
日
が
最
も
多
く
、
雨
の
日
は
そ
の
20

〜
30
%
、
曇
り
の
日
は
50
〜
80
%
の
紫
外

線
が
と
ど
く

春
か
ら
夏
に
か
け
て
増
え
、
真
夏
が
最
も

多
い
（ 

U
V-

A
は
5
月
が
最
も
多
い
）

午
前
10
時
〜
午
後
2
時
の
4
時
間
で
一
日

の
50
％
の
紫
外
線
を
占
め
る

①
胃
が
ん
と
乳
が
ん
（
視
触
診
＋
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
同
日
実

施
）
が
時
間
予
約
制
に
な
り
ま
す
。

②
健
康
診
査
と
が
ん
検
診
の
実
施
時
期
が
別
々
に
な
り
ま
す
。

　問い合わせ　水処理課　 72－5667

　三豊市では河川・海域等の公共用水域の水質汚濁を防止するため「水と緑の美しいまちづくり事業」として
生活排水に対する合併処理浄化槽の補助制度を実施しています。

合併処理浄化槽補助金制度のご案内

合併処理浄化槽設置整備事業補助金
対象地域 市内全域（高瀬・三野・詫間・仁尾町の集落排水処理事業実施区域は除く）
補助内容 専用住宅および併用住宅に合併処理浄化槽を新規に設置する場合

し尿槽および単独処理浄化槽から合併処理浄化槽に転換する場合

合併処理浄化槽維持管理費補助金
対　　象

対　
　

象

検
診
内
容

自
己
負
担
金

市内の専用住宅に設置されている合併処理浄化槽（20人槽以下）に対して適正な維持管理
（保守点検・清掃・法定検査）を行った人（4月1日～平成24年3月31日までの期間）

必要書類 ・補助金交付申請書（水処理課・環境衛生課・各支所にあります）
・保守点検、清掃および法定検査の領収書の写し
・公益社団法人香川県浄化槽協会（法定検査）の検査結果書の写し（「不適正」以外）

提 出 先 水処理課・環境衛生課・各支所（申請者の振込先口座と印鑑が必要）

補助金額 20,000円

あ
な
た
の
家
は
？

併用住宅

専用住宅
くみ取り

単独処理浄化槽建て替え・増築
・改造した場合

新築した場合

単独処理浄化槽撤去費用補助金
20万円上限

併用住宅補助金

合併処理浄化槽への設置転換フロー図

補助の種類
５人槽
７人槽
１０人槽

１１人槽～１４人槽

４００,０００円
５００,０００円
６００,０００円
６００,０００円

併用住宅補助金
５００,０００円
６００,０００円
７００,０００円
７００,０００円
2００,０００円

専用住宅補助金

※販売・賃貸を目的とする場合は補助対象外

専用住宅補助金

※専用住宅の単独処理浄化槽を撤去し、合併処理浄化槽に転換する場合、撤去費用として20万円を上限に専用住宅補
助金と合わせた金額。撤去費用が20万円に満たない場合は、実際にかかった費用の千円未満を切り捨てた額。

40
歳
以
上

問
診
・
便
潜
血
検
査
2
日
法

（
69
歳
以
下
）
5
0
0
円

（
70
歳
以
上
）
3
0
0
円

単独処理浄化槽（専用住宅）の撤去費用補助金

　

※
場
所
は
従
来
ど
お
り
7
カ
所
で
実
施
し
ま
す
。

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

特
定
健
診
等

子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん

（
視
触
診
＋
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

胃
が
ん
、大
腸
が
ん
、結
核
・
肺
が
ん



減額改定の答申を提出
　議会議員の報酬および政務調査費、市長、副市長、教育
長の給料の額について、三豊市特別職報酬等審議会会長 
新延修氏から市長に、現在の社会情勢や行財政改革取り
組み状況を鑑み減額措置を求める答申が提出されました。

　市内の各保育所で入所式が行われました。保育所では、
先生や友達と一緒に歌を歌ったり絵本を読んだり楽しい
ことがたくさん待っています。今日からはみんな友だち、
すぐに仲良くなってにぎやかな声が響き渡ることでしょう。

今日からみんなお友だち

17
3/

5
4/

25
3/ 写真コンテストで最優秀賞
　石角尚義さん（三野町）の写真が、第57回「電気のある生活」写真
賞の最優秀賞に選ばれました。受賞作品は、高校の合格発表で自分
の受験番号を携帯電話で撮影する少女の嬉しそうな顔を撮影した
もので、2300点ほどの応募の中から最優秀賞に選ばれました。

　粟島アーティスト・イン・レジデンス2010招へい芸術家
の井上唯さんの個展が粟島海洋記念館で行われました。井上
さんは粟島芸術家村招へいアーティストの第1期生で、芸術
家村を退村した後も、島に留まり作品作りを続けてきました。

〜
3
263/

4/ 井上 唯さんが個展『海を眺めている』を開催
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ぱ
わ
ふ
る
運
動
塾

　

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

6
月
か
ら
市
内
5
カ
所
で

☆
対
象
者
に
は
ご
案
内
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

身
体
を
整
え
な
が
ら

筋
力
が
つ
く
！

意
識
が
変
わ
る
！

身
体
が
変
わ
る
！

動
き
が
変
わ
る
！

◆
ぱ
わ
ふ
る
運
動
塾
の
魅
力

※
22
年
度
参
加
者
は
各
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
「
遊
ビ
リ
テ
ー
シ

　

ョ
ン
」
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

無
理
な
く
身
体
を
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
申
し
込
み
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◆
運
動
の
効
果
（
前
後
評
価
1
2
8
人
中
）

7
割　

分
か
り
や
す
い

5
割　

身
体
が
動
か
し
や
す
い

4
割　

効
果
を
実
感
！
習
慣
化

◆
参
加
者
の
感
想

65
〜
74
歳
の
男
性
の
た
め
の
運
動
教
室
が
始
ま
り
ま
す
。

1
に
該
当
す
る
人
の
被
保
険
者
証
は
、
誕
生
日
の
前
月
中
旬

に
、
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
特
定
記
録
郵

便
で
送
付
さ
れ
ま
す
。
郵
送
さ
れ
た
被
保
険
者
証
は
誕
生
日

か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

2
か
ら
4
に
該
当
す
る
人
の
被
保
険
者
証
は
、
後
日
送
付
し

ま
す
。

 

寝
た
き
り
の
高
齢
者
等
を
在
宅
で
常
時
介
護
し
て
い
る
家
庭

に
対
し
、
介
護
手
当
の
支
給
事
業
が
あ
り
ま
す
。
4
月
か
ら
、

介
護
手
当
の
支
給
額
が
月
額
1
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

資
格
取
得
日
を
含
む
月
の
翌
々
月
の
上
旬
（
た
だ
し
4
月
に

加
入
（
異
動
）
し
た
人
は
7
月
）
に
、『
保
険
料
額
決
定
通
知

書
・
保
険
料
納
入
通
知
書
』
が
税
務
課
よ
り
送
付
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課　

☎
73
・
3
0
1
7

▼
問
い
合
わ
せ

健
康
課　

☎
73
・
3
0
1
4　

税
務
課　

☎
73
・
3
0
0
6

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
☎
0
8
7
（
8
1
1
）
1
8
6
6

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

在
宅
要
介
護
者
家
族
介
護
手
当

● 

対　

象

年
度
途
中
で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
る
人
の

被
保
険
者
証
の
資
格
取
得
日
は
？

年
度
途
中
で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入（
異
動
）さ
れ

る
人
の
保
険
料
は
？

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
介
護
保
険
課
内
）

　

☎
73
・
3
0
1
7

参加費
無 料

通
知
時
期

センター

▼
問
い
合
わ
せ

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

☎
62
・
1
1
1
5

少
年
相
談
コ
ー
ナ
ー

相
談
電
話
☎
62
・
1
1
1
6

し
ん　
　
　
　

こ　
　
　
　

き
ゅ
う

心　

子　

救

　

今
月
は
、子
育
て
用
リ
ー
フ
レ

ッ
ト「
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

（
少
年
前
期
用
）」の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。〈
小
学
校
期
〉

　

少
年
期
は
、変
化
の
激
し
い
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
自
主
的
、創
造

的
に
生
き
て
い
く
た
め
の
基
礎
と
な
る
資
質
や
能
力
を
育
て
る
時

期
で
す
。特
に
、少
年
前
期
は
活
動
的
で
、学
習
や
遊
び
な
ど
の
経

験
に
よ
っ
て
得
た
こ
と
を
、心
や
体
の
中
に
蓄
積
さ
せ
て
い
ま
す
。

学
校
行
事
や
地
域
行
事
、自
然
体
験
、勤
労
体
験
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
な
ど
、多
様
な
経
験
を
通
し
て
、自
立
心
や
忍
耐
力
、他
人
へ

の
思
い
や
り
、協
力
し
合
う
心
な
ど
を
育
み
た
い
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
経
験
す
る
中
で
、参
考
に
す
る
の
は
親
で
す
。一

番
身
近
な
大
人
で
あ
る
親
が
良
い
手
本
を
見
せ
、将
来
に
つ
な
が

る
良
い
習
慣
や
社
会
性
、大
き
な
夢
の
も
と
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
兄
弟
姉
妹
や
同
級
生
と
比
較
す
る
よ
う
な
こ
と
を
言
う

・
可
能
性
を
否
定
す
る
よ
う
な

こ
と
を
言
う

・
差
別
的
な
言
動
を
と
る

・
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」
の
習
慣
を
つ
け
さ
せ
る

・
あ
い
さ
つ
と
返
事
が
き
ち
ん
と
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る

・
怒
ら
ず
に
、
き
ち
ん
と
納
得
が
い
く
よ
う
に
叱
る

・
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
る

・
苦
し
い
こ
と
に
耐
え
る
心
や
、
頑
張
っ
て
や
り
遂
げ
た
と
き
の

喜
び
に
気
づ
か
せ
る

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
め
ま
す
（
普
通
徴
収
）

保
険
料
額
は
資
格
取
得
日
を
含
む
月
か
ら
月
割
り
で
算
定

※
特
別
徴
収
の
条
件
を
満
た
す
人
は
、
資
格
を
取
得
し
て
か

ら
一
定
の
期
間
が
経
過
し
た
後
に
普
通
徴
収
か
ら
特
別
徴

収
に
切
り
替
わ
り
ま
す
が
、
申
し
出
に
よ
り
口
座
振
替
で

納
付
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

在
宅
で
要
介
護
4
ま
た
は
5
の
高
齢
者
と
同
居
し
（
住
民

票
の
住
所
が
同
じ
）
実
際
に
介
護
し
て
い
る
家
族
で
、
市

内
に
6
カ
月
以
上
住
所
を
有
す
る
人
。

※
高
齢
者
が
特
別
障
害
者
手
当
ま
た
は
福
祉
手
当
を
受
給
し

て
い
る
場
合
は
除
く
。

● 

申　

請

現
在
、
介
護
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
手
続
き
が
不
要
で
す
。

新
た
に
手
当
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
申
請
が

必
要
で
す
。

※
高
齢
者
が
入
院
・
入
所
を
し
て
い
る
期
間
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
は
、
介
護
保
険
課
・
各
支
所
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

● 

手
当
の
額
と
支
給
時
期

●
親
が
手
本
を
示
そ
う

・
１
日
の
良
か
っ
た
こ
と
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
話
し
合
う

・
責
任
を
自
覚
さ
せ
た
う
え
で
や
り
た
が
る
こ
と
を
さ
せ
る

・
子
ど
も
は
親
の
鏡
、
良
い
手
本
を
示
す

★
親
子
の
信
頼
関
係
が
一
番

★
し
つ
け
る
べ
き
は
し
つ
け
る

★
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
せ
ん
か

月
額
1
万
円
（
支
給
は
10
月
・
4

月
の
年
２
回
）

ひ
と
月
の
半
数
以
上
在
宅
で
介
護

し
た
月
に
つ
い
て
支
給
し
ま
す
。

※
入
院
や
短
期
入
所
生
活
介
護

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
等
の
利
用

が
月
の
半
数
を
超
え
た
場
合
は
支

給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

● 

申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
・
介
護
者
の
振
込
希
望
口
座
が
分
か
る
も
の

事　
　

由

資
格
取
得
日

新
た
に
75
歳
に
な
る
人

1

誕
生
日

転
入

2

転
入
に
よ
り
住
所
を
定
め
た
日

生
活
保
護
の
停
止
・
廃
止

3

停
止
・
廃
止
と
な
っ
た
日

障
害
認
定

4

認
定
を
受
け
た
日（
申
請
が
必
要
）

《
生
活
や
運
動
習
慣
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
》

　

こ
の
運
動
を
継
続
す
る
と
身
体
機
能
が

　

向
上　

32
%

　

維
持　

66
%

　

悪
化　

2
%

98
％
の
好
成
績

すぐにできる
続けられる


